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委員会での方針カミ最終的に決まるまでには何かと絢=余曲

折がありその度に各委員は自分の持場での変更修正

を計らなければならなかった.こうして各担当者から

出された資料をもとに運営の細目を記した｢会場ノ･ン

ドブック｣なる小冊子が作られだがこれは会期中非常

な効力を発揮した.会期直前の3月23目最後の実行

委員会が持たれた.やり直しのきかないぶっつけ本番

を明目からに控えていいようのない緊張感を覚えたこ

とは今も印象に新しい.以下会期中の記述は筆者の目

記風メモからの抜すい再録である.

遠藤祐二

はじめに第4回結晶成長国際会議(4thInte･一

nationa1ConfeエenceonCrysta1Growth,ICCG_4)が

1974年3月24-29目の間東京で開催された.ICCGは

1966年にボストンで開かれた会議を第1回とし以来

第2回がバｰミンガム(1968)第3回マルセイユ(1971)

とほぼ3年毎の会議を重ね第4回目を東京に迎えた

わけである.ICCG-4の東京開催が内定したのはバ

ｰミンガム会議の前後と聞いている二これを受けて

それまで各分野でバラバラに活動していた結晶成長に関

係する国内の研究者を一堂に会せしめる場として結晶

成長国内会議カミ1969年から毎年催されることになった.

またマルセイユ会議の前にはICCG-4を受け入れる

ための組織委員会が発足し会議開催のための準備が着

々と進められてきた.

会期も間近にせまった73年の10月筆者は組織委員会

傘下の会場小委員会の一員を命ぜられほんの一部では

あるが会議運営の一端を担当させられることになった.

その関係で数回に渡る実行委員会の末席をけカミし国

際会議開催に際しての受入側の苦心と緊張感とを直接肌

で感じる機会を得た.会場小委員会は登録業務会

場運営など会期中の参加者のあらゆる便宜をはからう文

字通りの裏方委員会である.そのため会期前はもと

より会期中においても表には現れないいろいろな経

験をした.以下は舞台裏からみた国際会議の印象記で

ある.

3月24目会議参加者の登録受付はパレスホテル

高砂の間で午後2時から始められることになっている.

ICCG-4の開幕である.高砂の間の設営には筆者も責

任があるので10時頃1には現場へ行く.登録業務担当

委員の細部の要求や変更についてホテノレ側の責任者と

の接渉にあたる.正午前登録受付室の準備は終了し

た.会場委員もほとんどが姿をみせ各デスクに配置

されるアルバイタｰへのオリエンテｰションも終った.

後は受付開始の2時を待つばかりである.筆者は私用

のため一時現場を離れた.

夕刻再度現場の様子をみに行くと外人関係の登録

はかなり進行していたが折から日曜目とあって国内

参加者の登録は予想通りはかぱかしくなかった.

夜明目の開会式が行なわれるロｰズノレｰムでの設営

作業に立会う.予想以上に立派な正面演壇のできぱえ

に満足する.照明音響担当のホテルの人との細目の

打合せを終えた時は10時に近かった.

会議前今度の会議は経団連会館(主会場)とバ

レスホテノレ(登録および開会式)の2会場にまたがって

いる.したカミって両会場間の移行の問題やそれぞれ

での設営交渉など1会場でやる場合より余分の手数が

かかりそれだけ仕事量は多く狂る.そこで委員の間

で各白の分担を決め委員会の席で相互の連絡をはかる

方式がとられた.筆者の分担は開会式および閉会式の

演出それにバレスホテノレとの連絡窓口であった.実行

3月25目いよいよ会議の幕開壮である.開会式

は午前10時半からであるが昨日に引続き朝9時から

登録受付が行なわれているので参会者の出足は早い.

9時45分から式場内にはレコｰド音楽が流れ始める.

曲目は長沢勝俊作曲｢人形風土記｣と｢子供のための組

写真1登録受付風景(バレス･ホテル)�
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曲｣.日本特有の各種楽器の演奏による民俗色豊か荏

それでいて適当に西洋風な曲で学習院大の宮崎さん苦

心の選曲によるものである.10時25分打楽器の連打

が曲のクライマックスを告げる中をIOCGおよび組織

委員会の要人がヒナ壇席に位置を占め700席の場内も

ほぼ満員となった.音楽が次第に低く在りそれに合

わせて場内の照明もしぼられてゆく.一瞬場内は暗転

しざわめきもピタリと止った.再度照明のもどるの

を合図に司会役の有住総務幹事が立上り開会を宣告

した.最初は越智学術会議会長の日本語による挨拶

(有住教授の英訳)次いで橋口組織委員長のユｰモア

に富んだ歓迎の辞が会場の雰囲気をやわらげる.最後

にIOCG会長フランク教授の答礼があって開会式は

定刻通りに終了した.

10分間の休憩の間に次の開会講演の準備がバタバタ

と行たわれる.講演者であるフランク教授のスライド

が新式のプロジェクタｰの規格に合わず慌てさせられ

る一幕もあったか旧式の物を万一の用心に用意してい

たのが辛して事無きを得た.定刻11時橋口教授の司

会でフランク教授が登壇した.演題は｢雪の結晶の形｣

雪華図説を編んだ土井利位世界にその名を知られた中

谷宇吉郎らの伝統を持つ日本の雪の結晶の研究に敬意

を払った講演であった.終了後橋口教授の紹介で招

待席におられた中谷先生のお嬢さんが壇上に上りフラ

ンク教授と握手万場の拍手をあびた.この間登録

業務の窓口は経団連会館へ移動会議の場は同会館へ移

され午後からは3会場に別れての講演会が始まった.

3月26日この目は春闘の統一行動目にあたり一首

都圏では国電を除く各交通機関は半目のストライキを行

なった.このため会場内でのアルバイタｰ確保のた

め一部の人たちを会場付近のホテルに宿泊させるたど

対庵策を構じなければならなかった.幸にして心配

された講演者の遅刻などの問題は1件もなく9時から

の会議は予定通り進行し関係者一同をホッとさせた.

会議開始の頃から財界の総本山である経団連会館の前

にはデモの人並が続々とおしかけはじめインフレ反

対を叫ぶシュプレヒコｰルが午前中いっぱい会館を包ん

でいた.

午後のC会場では筆者に関係の深い天然鉱物の結晶

成長に関するセッションがあり10編の講演があった.

日本人の講演が多く外人参加者からの質問につまる人

もあったが場内から砂川教授の適切狂助け舟カミ要所に

出され座長のベダリｰダ教授から感謝の言葉が送られ

たり英語がまったくだめというソ連人の露文演旨をフ

ランス人が英語で代読質疑応答の通訳を行ない国際

友好の見本とほめ上げられるなど楽しいセッションで

あった.

3月27目昨夜から降りはじめた雨が夜半から雪

に変ったらしく朝からひどい吹き降りの1目であった.

昨日とは違った意味での交通マヒが心配されたが会議

の進行には影響は出なかった.雪の結晶は今度の会議

のシンポノレマｰクでありまたフランク教授の開会講

演も雪にち狂んだ話であったことでもあり時放らぬ天

の演出に感謝すべき狂のであろうカミこのドカ雪では多

少演出過剰の感はまぬがれ狂い.

この目A会場の夕方のセッションには16mm映画に

よる5編の発表カミあり参加者の人気を呼んだ.この

ため平行して講演の行なわれた他の2会場は参加者が

激減し後で苦情カ油たという話を聞いた.

夜7時からは2件の特別講演カミあった.最初はベノレ

ギｰのアメリンクスによる“Thegharacte工izationof

DefectsinCrysta1s"で結晶中の種々の欠陥をとらえ

た数10枚におよぶ美しい電子顕微鏡写真のスライドカミア

メリンクスのやや早口ながら折目正しい話しぶりとあい

まって満員の場内を魅了した.二番目に登壇したソ

連のチェノレノフは開ロｰ番｢カトウサン(座長の加藤

写真2闘会式で挨拶する橋口組織委員長

写真3満員の開会式会場�



一27一

え㍗､･

CH鵬N0Yが書いた｢結晶の形｣と彼のサイン

範夫教授のこと)オアツマリノミナサン｣と日本語で

呼びかけさらにオｰバｰヘッドプロジェクタｰの上

に彼の演題を｢結晶の形｣(英題はSingu1arFacets

Stabi1ity)と書いてみせ万場の拍子喝采をあびた.

アメリンクスのやや堅苦しい講演の後の雰囲気を巧みに

やわらげたあたり神々の役者振りといえよう.講演

の内容は低指数の平担面で囲まれた結晶の外形カミ成

長の条件･時間などの要素によってどのように変化す

るかに関する理論でこの方面に興味を持つ筆者にとっ

ては大変意義深い話であった.

3月28目会場委員もアルバイタｰも仕事に馴れ

3会場の講演は順調に続けられている.緊張感がやや

ほぐれるとともに委員の間には疲労の色カミ目出ち始め

る.この目格別の責任分担のなかった筆者はやっと

終目講演会場に居ることができた.大半をC会場の

｢SnowandIce｣および｢Whiskers｣のセッションで過

したカミ午後のB会場での生物体の結晶的構造とその成

長に関する招待講演は全く別の世界のように思ってい

た生物体の成長にも無生物である鉱物結晶の成長と

多くの類似性のあることを知らされ興味深かった.

しかし終目講演を楽しむかたわら会場の運営の方にも

気を配っていることに気付いてこれも悲しい習性がと

苦笑を禁じ得なかった.夜は組織委員会主催の晩さん

会が帝国ホテル當士の間で催された.

この目はゆっくりとわかり易く結晶成長における将来

の問題について話してくれた.

10分間の休憩の後いよいよ閉会式を迎えた.照明

を落した場内では壇上下手の緋毛麗に並んだ5人の芸大

のお嬢さん達による琴の演奏にスポットが当たる.曲

は｢君が代変奏曲｣この聞に登壇者が着席を終り曲の

終了とともに明かるくなった壇上では砂川教授の司会

で閉会式が進められた.最初はIOCG総務幹事シｰ

バｰ博士による種々の報告次いで次回ICCG-5会議

開催国(アメリカ)を代表して組織委員長のジャクソ

ン博士がICCG-5への招待演説を会場となるMIT

構内の美しいスライドを交えながら行なった.最後に

有住教授カミ閉会の挨拶を行ない再度琴の昔カミ｢さくら

さくら｣の曲を奏でる中を6日間に渡ったICCG-4

はここにその幕を閉じたのである.閉会後も会場内で

は互いに握手を交して再会を約する人達琴のまわりに

集まって興味深げに質問をしたり写真を撮ったりする人

達たどしばし去り難い雰囲気カミ続いていた.

夜パレスホテノレで催された東京都知事主催のレセプ

ションは最後の交歓の場となった.内外の参加者カミく

つろいで歓談する中でようやく緊張から開放された関

係者の人達の顔はどれもこれも明るかった.

3月29目いよいよ会議の最終目を迎えた.各会

場では最後のセッションカミ続けられている.この間

会場委員会では撤収作業の段取りが検討されそれぞれ

の分担にしたがって作業が進められた.筆者には閉会

式の運営という最後の大役が残された.

午後3時45分すべての講演が終わりA会場での閉

会式関係の行事へと移った.最初はIOCG実行委員の

ひとりであるロｰディス博士の閉会講演で演題は｢結

晶成長における未来の要求と好機一面歴2,000年の結晶

成長｣.ふだんは早口でヘランメエ口調の非常に聞き取

り難い(少なくとも筆者には)英語を話すロｰディスも

おわりにこうしてICCG-4は終了した.

会期中ストありデモありドカ雲ありといくつかのお

まけのついた国際会議ではあったが先すは成功裏に終

始したといえよう.正直のところ心身共にヘトヘトに

なったカミ会議を支えた多くの人達に伍して微力なが

らも自分の責任を全うてきたという満足感も味わうこと

ができた.得がたい機会を与えられた組織委員会に感

謝するとともに長期にわたり会議開催に尽力された同

委員会に心から敬意を表するものである.(筆者は鉱床部)

写真5閉会式でICCG-5への招待演説をするK.A,Jム0K富0N
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